
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

バ
イ
オ
レ
ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）っ
て
？

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

（
Ｄ
Ｖ
）
と
は
、
夫
婦
や
恋
人
関
係
に

あ
る
親
し
い
関
係
の
中
で
の
暴
力
の
こ

と
で
す
。
男
性
が
女
性
か
ら
受
け
る
暴

力
も
あ
り
ま
す
が
、
圧
倒
的
に
女
性
が

男
性
か
ら
受
け
る
暴
力
が
多
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
大
人
だ
け
で
は

な
く
若
い
世
代
で
も
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と

呼
ば
れ
る
恋
人
間
の
暴
力
が
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

暴
力
は
、そ
の
対
象
の
性
別
や
加
害
者
、

被
害
者
の
間
柄
に
関
係
な
く
、
決
し
て

許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

特
に
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
ド
メ
ス
テ

ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
／
Ｄ
Ｖ
）
や

性
犯
罪
、
売
買
春
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な

ど
の
女
性
に
対
す
る
暴
力
行
為
は
、
女

性
の
人
権
を
侵
害
す
る
行
為
で
す
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
た
め
に

は
、
一
人
一
人
が
大
切
な
存
在
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
て
、
相
手
も
自
分
も
大

切
に
す
る
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
大
事

で
す
。
あ
な
た
や
家
族
の
み
ん
な
が
大

切
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
機
会

に
家
庭
で
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

生
活
文
化
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

－

２
１
２
１

都
城
市
の
現
状

平
成
23
年
度
に
、
本
市
の
女
性
総
合

相
談
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
、１
、

０
５
４
件
で
し
た
。
そ
の
う
ち
Ｄ
Ｖ
被

害
者
か
ら
の
相
談
は
１
７
０
件
で
、
全

体
の
16
㌫
に
当
た
り
ま
す
。

被
害
者
と
の
関
係
で
は
、
夫
婦
や
恋

人
関
係
な
ど
の
パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
問
題

が
最
も
多
く
１
５
６
件
で
し
た
。

身
体
的
、
精
神
的
暴
力
以
外
に
も
、

生
活
費
を
渡
さ
な
い
な
ど
の
経
済
的
な

暴
力
の
相
談
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

我
慢
し
な
い
で

勇
気
を
持
っ
て
相
談
を
！

「
誰
も
助
け
て
く
れ
る
人
が
い
な

い
」「
世
間
体
が
気
に
な
る
」
な
ど
の

理
由
で
、
暴
力
を
受
け
て
い
て
も
誰
に

も
相
談
で
き
な
い
人
が
い
ま
す
。

そ
う
し
た
あ
な
た
の
力
に
な
れ
る
、

窓
口
と
専
門
家
が
い
ま
す
。
ま
ず
は
、

１
本
の
電
話
か
ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。

身
近
な
人
が
暴
力
を
受
け
て
い
る
と
き

あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
は

身
の
回
り
で
暴
力
を
受
け
て
い
る
人

が
い
た
ら
、
ま
ず
は
、
話
を
否
定
せ
ず

に
受
け
止
め
て
く
だ
さ
い
。
Ｄ
Ｖ
に
つ

い
て
誰
か
に
相
談
す
る
の
は
、
と
て
も

勇
気
の
い
る
こ
と
で
す
。「
あ
な
た
は

一
人
じ
ゃ
な
い
よ
」
と
伝
え
て
、
相
談

先
の
情
報
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

●
都
城
市
女
性
総
合
相
談

【
女
性
相
談
員
に
よ
る
相
談
】

平
日
の
10
時
～
16
時

【
女
性
臨
床
心
理
士
に
よ
る

　

こ
こ
ろ
の
相
談
（
要
予
約
）
】

11
月
20
日
㈫　

14
時
～
16
時

  【
女
性
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談（
要
予
約
）】

11
月
27
日
㈫　

13
時
～
16
時

◎
相
談
専
用
電
話　

☎
23

−

７
１
５
７

●
女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
く
す
の
き

毎
週
土
曜
日　

14
時
～
16
時

☎
36

−

０
７
４
０

11
月
12
日
㈪
～
25
日
㈰
は

女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動

暴
力
の
種
類

　

暴
力
に
は
、
身
体
的
な
暴
力
だ
け

で
は
な
く
、
精
神
的
・
性
的
暴
力
な

ど
も
含
ま
れ
、
そ
れ
ら
が
複
雑
に
絡

み
合
っ
て
、
被
害
者
の
心
と
体
を
傷

つ
け
ま
す
。

①
身
体
的
暴
力

・
殴
る
、
蹴
る

・
物
を
投
げ
つ
け
る
、
髪
を
引
っ
張
る

・
刃
物
な
ど
を
体
に
突
き
つ
け
る

②
精
神
的
暴
力

・
大
声
で
怒
鳴
る
、
お
ど
す

・�
人
前
で
侮
辱
的
・
差
別
的
発
言
を

す
る

・
無
視
す
る

③
性
的
暴
力

・
性
的
行
為
を
強
要
す
る

・
避
妊
に
協
力
し
な
い

あ
な
た
は
一
人
じ
ゃ
な
い
よ

暴　力
STOP
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子
ど
も
を
守
る
べ
き
保
護
者
（
養
育

者
）
が
、
子
ど
も
の
身
体
や
心
を
傷
つ

け
る
児
童
虐
待
。
こ
う
し
た
子
ど
も
へ

の
虐
待
は
、
身
体
的
虐
待
や
心
理
的
虐

待
、
育
児
放
棄
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）、
性

的
虐
待
な
ど
が
重
複
し
て
起
こ
っ
て
い

る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
た
ち
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に
、

お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

－
２
６
８
４

都
城
市
の
取
り
組
み

本
市
で
は
、
平
成
17
年
４
月
に
子
ど

も
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
、
同
年
９
月

に
都
城
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
の
事
務
局
を
こ
ど
も
課
内
に
設
置

し
、
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
、
組
織

的
対
応
を
迅
速
に
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
、
本
市
に
寄
せ
ら
れ
た

58
件
の
児
童

家
庭
相
談
の

う
ち
、
虐
待

に
関
す
る
相

談
が
36
件
と

大
半
を
占
め
、

特
に
育
児
放

棄
の
相
談
が

多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
虐
待
が
起
こ
る
の
？

虐
待
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
雑

に
絡
み
合
っ
て
起
こ
り
ま
す
。そ
れ
は
、

こ
れ
と
い
っ
た
特
別
な
事
情
が
あ
る
訳

で
は
な
く
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
起
こ
り

得
る
こ
と
な
の
で
す
。

●
主
な
虐
待
の
要
因

①
子
育
て
か
ら
く
る
ス
ト
レ
ス

　

�

子
ど
も
と
い
る
時
間
が
長
い
、
子
育

て
の
相
談
相
手
や
近
所
に
知
り
合
い

が
い
な
い
な
ど

②
家
庭
内
の
ス
ト
レ
ス

　

�

夫
婦
関
係
や
家
族
関
係
が
う
ま
く
い

か
な
い
、
経
済
的
不
安
が
あ
る
な
ど

③
養
育
者
の
問
題

　

�

子
ど
も
が
か
わ
い
く
な
い
、
虐
待
さ

れ
て
育
っ
た
経
験
が
あ
る
、
病
気
が

ち
な
ど

あ
な
た
の
連
絡
が

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
り
ま
す

児
童
虐
待
は
、
皆

さ
ん
の
身
近
な
と
こ

ろ
で
起
き
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

何
か
気
に
な
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
県

の
児
童
相
談
所
や
市
役
所
へ
相
談
・
通

告（
連
絡
）し
て
く
だ
さ
い
。
通
告（
連

絡
）
は
、
子
ど
も
と
保
護
者
に
救
い
の

手
を
差
し
伸
べ
る
大
事
な
一
歩
で
す
。

ま
た
、
自
分
の
子
育
て
に
不
安
を
感

じ
た
ら
、
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
き

っ
と
、
一
緒
に
解
決
策
を
見
い
出
し
て

く
れ
ま
す
。

◎
相
談
・
通
告（
連
絡
）先

　

こ
ど
も
課　

☎
23

−

２
６
８
４

　

☎
23

−

２
１
１
１
（
閉
庁
時
）

　

山
之
口
総
合
支
所
市
民
生
活
課  

　

☎
57

−

３
１
１
１

　

高
城
保
健
セ
ン
タ
ー　

　

☎
58

−

６
８
０
０

　

☎
58

−

２
３
１
１
（
閉
庁
時
）

　

山
田
総
合
支
所
市
民
生
活
課　

  

　

☎
64

−

１
１
１
１

　

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー　
　
　

　

☎
62

−

４
４
１
１

　

☎
62

−

１
１
１
１
（
閉
庁
時
）

宮
崎
県
南
部
福
祉
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

（
都
城
児
童
相
談
所
）☎
22

−

４
２
９
４

あ
な
た
の
連
絡
が

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
り
ま
す

児童虐待

STOP
11
月
は

児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間

平成23年度虐待相談内訳

ネグレクト
（育児放棄）
16 件

身体的虐待
８件

性的虐待
１件

心理的虐待
11 件

①
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
連
絡

②
し
つ
け
の
つ
も
り
は
言
い
訳

　
（
子
ど
も
の
立
場
に
立
っ
て
判
断
）

③
一
人
で
考
え
込
ま
な
い

　
（
で
き
る
こ
と
か
ら
実
行
）

④
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

　
（
子
ど
も
の
命
を
最
優
先
）

⑤�

虐
待
は
、
あ
な
た
の
周
り
に
も
起
こ

り
得
る（
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
）

子
ど
も
を
虐
待
か
ら

守
る
た
め
の
５
カ
条
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本
年
度
、
体
育
部
門
で
選
ば
れ
た
莫

根
秀
春
さ
ん
は
、
都
城
市
相
撲
連
盟
会

長
や
宮
崎
県
相
撲
連
盟
副
会
長
を
半
世

紀
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
務
め
、
各
種

の
相
撲
競
技
会
な
ど
を
主
催
す
る
な

ど
、
相
撲
競
技
の
普
及
や
発
展
に
貢
献

し
ま
し
た
。

自
身
も
昭
和
24
年
開
催
の
第
４
回
国

民
体
育
大
会
相
撲
競
技
で
ベ
ス
ト
16
に

入
り
、
そ
の
後
は
、
相
撲
連
盟
の
役
員

と
し
て
、
国
体
に
出
場
す
る
選
手
ら
の

強
化
練
習
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

平
成
２
年
に
は
、
九
州
相
撲
連
盟
顧

問
に
就
任
。
九
州
規
模
の
大
会
に
も
役

員
と
し
て
関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
本
市
で
開
催
さ
れ
た
大
相

撲
地
方
巡
業
の
と
き
、
地
元
責
任
者
と

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
本
物
の
大
相

撲
に
接
す
る
機
会
を
提
供
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
市
体
育
協
会
の
役
員
を
歴

任
す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
尽

く
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
平
成
９
年

に
は
文
部
科
学
大
臣
功
労
者
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

外
国
人
力
士
が
台
頭
す
る
現
在
も
、

日
本
人
の
力
士
を
育
て
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
子
ど
も
相
撲
大
会
を
開
催
し

た
り
、
国
体
選
手
ら
の
練
習
を
本
市
で

行
っ
た
り
す
る
な
ど
、
人
材
の
発
掘
や

育
成
に
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
す
。

都
城
市
文
化
賞
は
、
文
化
の
向
上
や

発
展
に
顕
著
な
業
績
ま
た
は
功
労
の

あ
っ
た
個
人
、
団
体
に
対
し
、
都
城

市
文
化
賞
条
例
に
基
づ
き
贈
呈
さ
れ

る
も
の
で
、
旧
都
城
市
時
代
も
含
め
、

こ
れ
ま
で
に
95
人
、
７
団
体
が
受
賞
し

て
い
ま
す
。

７
回
目
と
な
る
今
年
度
の
文
化
賞
に
は
、

体
育
部
門
で
１
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ　

生
活
文
化
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

－
２
１
３
２

体育部門

莫
あ ぐ ね

根 秀
ひではる

春さん（栄町）

平
成
24
年
度

都
城
市
文
化
賞

早水公園体育文化センターで行われ
た地方巡業で、両横綱に囲まれた莫
根さん

安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、「
安
全
・
安
心
み
や
こ
ん
じ
ょ
盆

地
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
大
会

を
通
し
て
、
も
う
一
度
安
全
と
は
何
か

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

生
活
文
化
課　

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

−

７
１
８
０

安
全
・
安
心
み
や
こ
ん
じ
ょ
盆
地
大
会

安
全
功
労
者
な
ど
の
表
彰
や
飲
酒
運

転
根
絶
作
文
の
表
彰
と
朗
読
、
宮
崎
県

警
察
音
楽
隊
の
演
奏
な
ど
を
行
い
ま
す
。

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

12
月
15
日
㈯

　
　
　
　

13
時
開
場　

13
時
30
分
開
演

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

犯
罪
や
交
通
事
故
の
現
状

都
城
警
察
署
管
内
で
は
、
車
や
バ
イ

ク
な
ど
の
器
物
損
壊
や
、
自
転
車
の
盗

難
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
自
転

車
は
二
重
ロ
ッ
ク
を
す
る
な
ど
し
て
盗

難
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
交
通
事
故
件
数
は
昨
年
よ
り

減
少
傾
向
で
す
が
、
死
亡
者
数
は
上
回

っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
被
害
者
と
な

る
事
故
が
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
の
で
、

十
分
注
意
し
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

安
心
で
き
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
取
り
組
み

都
城
警
察
署
管
内
の
飲
酒
運
転
検
挙

者
数
は
過
去
５
年
連
続
で
県
内
最
多
で
、

憂
慮
す
べ
き
事
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

飲
食
店
や
事
業
所
な
ど
を
対
象
と
し
た

特
別
対
策
事
業
を
行
い
、
飲
酒
運
転
の

根
絶
を
目
指
し
ま
す
。

●
飲
食
店
の
来
店
者
へ
の
対
策

来
店
客
に
「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
は

お
決
ま
り
で
す
か
？
」
と
書
か
れ
た
割

り
箸
を
提
供
。
裏
面
に
は
罰
則
な
ど
を

記
載
し
、
飲
酒
運
転
の
怖
さ
を
訴
え

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
飲
酒
運
転
根

絶
に
協
力
し
て
も

ら
う
た
め
市
が
選

定
し
た
ハ
ン
ド
ル

キ
ー
パ
ー
推
奨
店

に
、
コ
ー
ス
タ
ー

や
の
ぼ
り
旗
を
配
布
し
ま
す
。

●
事
業
所
・
高
齢
者
・
若
者
対
策

交
通
事
故
加
害
者
の
手
記
「
贖あ
が
な
い
の

日
々
」
を
市
内
の
４
０
０
事
業
所
に
配

布
。
ま
た
、
若
者
を
対
象
に
ゴ
ー
グ
ル

を
使
っ
た
酩め
い
て
い酊

体
験
を
開
催
。
高
齢
者

に
は
反
射
材
を
配
布
す
る
な
ど
し
て
、

飲
酒
運
転
の
根
絶
と
事
故
防
止
に
向
け

た
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
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郷
土
が
生
ん
だ
詩
人
　
富
松
良
夫

富
松
良
夫
は
明
治
36
（
１
９
０
３
）

年
、
現
在
の
姫
城
町
に
生
ま
れ
、
６
歳

の
時
、
重
い
病
気
の
た
め
体
が
不
自
由

に
な
り
、
小
学
校
卒
業
後
は
進
学
も
か

な
わ
ず
、独
学
で
文
学
を
学
び
ま
し
た
。。

相
談
相
手
で
も
あ
っ
た
妹
へ
の
献
辞
が

付
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
24
年
に
は
、
第
２
詩
集
「
微か
す

か

な
る
花か

ふ譜
」
を
発
表
し
、
昭
和
29
年

に

‌

51
歳
で
他
界
し
ま
し
た
。

良
夫
は
、
都
城
に
生
ま
れ
、
都
城
に

生
き
た
、
ま
さ
に
郷
土
の
詩
人
で
す
。

そ
の
作
風
な
ど
か
ら「
南
の
宮
沢
賢
治
」

と
た
た
え
ら
れ
た
り
、「
霧
島
の
詩
人
」

と
も
称
さ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

良
夫
は
、
妻
ケ
丘
中
学
校
の
ほ
か
、

市
内
の
小
中
学
校
の
校
歌
を
作
詞
し
、

上う
え
は
ら
ゆ
う
さ
く

原
勇
作
と
富と

み

ま

つ

よ

し

お

松
良
夫

い
ま
振
り
返
る
郷
土
の
偉
人

秋
も
深
ま
る
こ
の
季
節
。
読
書
を
楽
し
ん
で
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
郷
土
が
生
ん
だ
詩
人
と
図
書
館
の
前
身
を
築
い
た
２
人
の
偉

人
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

図
書
館　

☎
22

－

０
２
３
９

人
材
育
成
に
尽
力
し
た
上
原
勇
作

上
原
勇
作
は
安
政
３（
１
８
５
６
）年
、

現
在
の
上
町
に
生
ま
れ
、
13
歳
の
若
さ

で
明
道
館
の
教
師
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
上
京
し
、
野の

づ津
陸
軍
少
佐
邸
の

書
生
と
な
り
、
明
治
12
（
１
８
７
９
）

年
に
陸
軍
士
官
学
校
を
首
席
で
卒
業
後
、

フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
、
工
兵
の
近
代
化

を
学
び
、
日
清
・
日
露
戦
争
で
は
陸
軍

参
謀
を
、
そ
の
後
は
、
陸
軍
大
臣
や
教

育
総
監
な
ど
を
務
め
、
昭
和
8
年
に
78

歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

勇
作
は
「
国
家
の
次
は
都
城
で
あ

る
」
と
、
後
進
の
育
成
の
た
め
に
、
た

く
さ
ん
の
本
を
古
里
に
寄
贈
。
現
在
で

も
、
市
立
図
書
館
で
「
上
原
文
庫
」
と

し
て
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
原
文
庫

陸
軍
大
臣
就
任
を
記
念
し
て
、
大
正

３
（
１
９
１
４
）
年
に
設
立
さ
れ
た
上

原
文
庫
。
勇
作
は
、
た
く
さ
ん
の
本
を

寄
贈
し
ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ
た
書
籍
や

雑
誌
な
ど
は
、
国
会
図
書
館
に
も
所
蔵

の
無
い
史
料
を
多
数
含
む
貴
重
な
本
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

上
原
文
庫
を
見
学
し
ま
せ
ん
か

　

通
常
は
閲
覧
で
き
ま
せ
ん
が
、
事
前

に
申
し
込
み
を
す
れ

ば
見
学
で
き
ま
す
。

上
原
文
庫
を
見
学
し

て
、
上
原
勇
作
の
古

里
へ
の
思
い
と
後
進

育
成
へ
の
情
熱
を
感

じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

そ
の
歌
詞
は
今
で
も
多
く
の
市
民
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

富
松
良
夫
の
詩
に
触
れ
て
み
よ
う
！

図
書
館
ま
つ
り
（
第
一
部
）
で
富
松

良
夫
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
は

無
料
で
す
の
で
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
24
日
㈯　

　
　
　
　

13
時
30
分
開
演

●
場
所　

図
書
館
３
階
大
会
議
室

●
内
容　

富
松
良
夫
顕
彰
委
員
の
小
西

宏
子
さ
ん
に
よ
る
講
演
と
作
品
の
朗
読

19
歳
で
友
人
ら
と
文
学
創
作
活
動

の
出
発
点
と
な
る
文
芸
同
人
誌
「
盆

地
」
を
刊
行
し
、
26
歳
の
時
に
は
詩
誌

「
白は
く

」
を
主
宰
し
ま
し
た
。

昭
和
５
年
に
発
表
し
た
第
１
詩
集

「
寂
し
き
候こ
う
ち
ょ
う鳥

」
に
は
、「
こ
の
小
さ
き

詩
集
を
亡
き

富
士
子
の
霊

に
捧さ
さ

ぐ
」
と

い
う
、
良
夫

の
良
き
理
解

者
で
も
あ
り
、

約5,000冊の図書資料群

全国の詩人との交流のきっか
けとなった詩集「寂しき候鳥」
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国
民
健
康
栄
養
調
査
に
よ
る
と
、
20
歳
以
上
の
３
人
に
１
人
が
糖
尿
病
ま
た

は
そ
の
予
備
軍
と
推
計
さ
れ
て
い
て
、
放
っ
て
お
く
と
血
管
や
神
経
が
侵
さ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
が
起
こ
る
非
常
に
怖
い
病
気
で
す
。
こ
の
機
会
に
糖
尿
病

へ
の
関
心
を
高
め
、
そ
の
予
防
法
な
ど
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
課　

☎
23

－
２
７
６
５

糖
尿
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

食
べ
物
や
飲
み
物
が
消
化
吸
収
さ
れ

て
作
り
出
さ
れ
る
ブ
ド
ウ
糖
。
糖
尿
病

は
、
こ
の
ブ
ド
ウ
糖
が
血
液
中
に
異
常

に
多
く
な
る
病
気
で
す
。

糖
尿
病
に
は
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ

り
ま
す
が
、
日
本
人
の
患
者
の
90
㌫
以

上
は
、
過
食
や
運
動
不
足
が
原
因
と
な

っ
て
起
こ
る
糖
尿
病
で
す
。

糖
尿
病
は
な
ぜ
怖
い
の
？

血
糖
値
が
高
い
状
態
が
続
い
て
も
、

自
覚
症
状
が
現
れ
に
く
い
の
が
糖
尿
病

の
厄
介
な
と
こ
ろ
で
す
。「
の
ど
が
渇

く
」「
ト
イ
レ
の
回
数
が
増
え
た
」「
よ

く
食
べ
る
の
に
体
重
が
減
る
」
と
い
っ

た
症
状
に
気
付
い
た
こ
ろ
に
は
、
病
気

が
進
行
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
珍
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
状
態
を
放
っ
て
お
く
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
を
招
き
ま
す
。
視

力
低
下
や
失
明
の
原
因
と
な
る
網
膜
症

の
ほ
か
、
感
覚
ま
ひ
を
引
き
起
こ
す
神

経
障
害
、
人
工
透
析
や
腎
移
植
が
必
要

に
な
る
こ
と
も
あ
る
腎
症
は
、
三
大
合

併
症
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
早
期
発

見
と
治
療
が
大
切
で
す
。
症
状
が
無
く

て
も
年
に
１
度
は
健
康
診
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

糖
尿
病
を
防
ぐ
に
は

糖
尿
病
の
多
く
は
、
運
動
不
足
の
解

消
と
食
生
活
の
改
善
で
予
防
で
き
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
食
べ
過
ぎ
ず
、
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
て
３
食
規
則
正
し
く
食

べ
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
体
を
動
か
す
こ
と
も
大
切
で

す
。
運
動
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
を

活
発
に
し
血
糖
値
を
下
げ
、
肥
満
を
改

善
す
る
だ
け
で
な
く
ス
ト
レ
ス
の
解
消

に
も
役
立
ち
ま
す
。

市
で
は
、
こ
う
し
た
食
事
と
運
動
に

着
目
し
た
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
保
健
師
や

栄
養
士
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
改
善
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
健
康

課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

体の中の変化

高血糖が続く

細胞が脱水症
状を起こす

糖をエネルギー
化できない

合併症を併発
・神経障害
・腎症
・網膜症
・心筋梗塞
・脳梗塞
・白内症
・壊

え そ

疽
・感染症など

自覚症状

自覚症状なし

トイレの回数が
増える
のどが乾く

疲れやすくなる
よく食べても
体重が減る

目がかすむ
手足がしびれる
感覚が鈍くなる

糖尿病の進行度

＜あなたの肥満度はどれくらい？＞
肥満の判定に用いられるBMIを計

算してみましょう。25を超えると肥
満と判定されます。22が標準とされ、
最も病気に掛かりにくい理想的な数
値といわれています。
BMI＝
体重（　）㎏÷身長（　）ｍ÷身長（　）ｍ
18.5未満……低体重
18.5以上25未満……普通体重
25以上……肥満

糖
尿
病
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は

運
動
不
足
の
解
消
と
食
生
活
の
改
善

予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は

食
と
運
動
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と

11月14日は世界糖尿病デー

思
い
当
た
る
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

中
で
も
、
肥
満
の
人
は
標
準
的
な
体

重
の
人
よ
り
糖
尿
病
に
な
る
確
率
が
、

５
倍
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
原

因
は
体
の
中
で
唯
一
、
ブ
ド
ウ
糖
を
分

解
す
る
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン

の
分
泌
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
う
ま

く
作
用
し
な
く
な
っ
た
り
し
て
、
血
糖

値
が
上
が
る
た
め
で
す
。
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